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令和５年度　シラバス

使用する教科書

原動機 　 2 2～４ 機械科　 2年1組 必修　 実教出版「原動機」　

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

特記事項 ※標準単位数を下回る場合の理由とその対応策等、必要に応じて記載する欄とする

科目目標

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，原動機によりエネルギーを有効活用することに必要な資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。

（1）原動機について構造と機能を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】

（2）原動機に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。【思考力・判断力・表現力等】

（3）原動機に関わるエネルギーを有効に利用する力の向上を目指して自ら学び，省エネルギーや環境保全に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

　　【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　原動機から発生したエネルギーを有効に利用

するために，原動機について構造や機能などに

ついて工業生産と関連付けて理解するととも

に，原動機に係る様々な状況に対応できる技術

を身に付けている。

　原動機の有効な活用に着目して，原動機に関する課題

を見いだし，単に経済性や効率だけを優先するのではな

く，エネルギーの利用が社会に与える影響に責任をも

ち，科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決

する力を身につけている。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

第１章エネルギーの利用と変換

　１．エネルギー利用の歴史

　２．こんにちのｴﾈﾙｷﾞｰと動力

・人類の進歩に伴うエネルギーの利用と原動機の発展の

過程を系統的に把握させ、いろいろなエネルギーと原動

機の関係や特徴を理解させる。

・現在利用されている主なエネルギーと、それらを動力

に変換する上でのさまざまな問題点、その対応、原動機

の発達の方向などについて把握させる。

・エネルギーの利用と変換がどの

ように行われて今日に至っている

かを把握し、そこで得た知識を社

会生活の中で活用ができる。

・今日利用されているエネルギー

と、それらの動力への変換方法の

概要を把握し、さらに熱機関を通

して、原動機の発達の傾向や、そ

の方向など理解して、そこで得た

知識を社会生活の中で活用でき

・エネルギーの利用と変換がどの

ように行われて今日に至っている

かを把握し、発表できる。

・今日利用されているエネルギー

と、それらの動力への変換方法の

概要を把握し、さらに熱機関を通

して、原動機の発達の傾向やその

方向などを発表できる。

・エネルギーの利用と変換がどの

ように行われて今日に至っている

かを探求しようとしている。

・今日利用されているエネルギー

と、それらの動力への変換方法の

概要を把握し、さらに熱機関を通

して、原動機の発達の傾向やその

方向などを探求しようとしてい

る。

　原動機に関わるエネルギーを有効に利用する力の向上

を目指し，省エネルギーや環境保全について自ら学ぶ態

度や，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を

身につけている。

年間指導計画表

月
予定
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指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
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第２章　流体機械

　１．流体機械のあらまし

　２．流体機械の基礎

・いろいろな流体機械と、それらの利用例を把握させ、

流体の性質や流体の力学など流体機械の基礎に係る事柄

について、興味や関心を持たせる。

・いろいろな流体機械と、それらの利用例を把握させ、

流体の性質や流体の力学など流体機械の基礎に係る事柄

について、興味や関心を持たせる。

・概観したいろいろな流体機械の

適用例を活用できる。

・流体の基本的な性質を把握し、

また流体や流体の流れを力学的に

捉えて理解し、これらをいろいろ

な場面で活用できる。

・概観したいろいろな流体機械の

適切な活用例を発表できる。

・流体の基本的な性質を把握し、

また流体や流体の流れを力学的に

捉えて理解し、これらのいろいろ

な場面での活用法を発表できる。

・いろいろな流体機械を概観し、

流体機械の活用法を把握しようと

している。

・流体の基本的な性質を把握し、

また流体や流体の流れを力学的に

捉えて理解し、これらをいろいろ

な場面で活用しようとしている。

※年度末のＰＤＣ

Ａサイクルのため

の点検記入欄

　３．ｴﾈﾙｷﾞｰの現状と将来 ・現在利用されている主なエネルギーと、それらを動力

に変換する上でのさまざまな問題点、その対応、原動機

の発達の方向などについて把握させる。

・エネルギーが備えるべき性質

や、省エネルギの重要性、将来の

エネルギーのあり方などを把握し

て、そこで得た知識などを社会生

活の中で活用できる。

・エネルギーが備えるべき性質

や、省エネルギの重要性、将来の

エネルギーのあり方などを把握

し、エネルギーが社会や環境に及

ぼす影響を発表できる。

・エネルギーの需要と供給の概

略、環境への影響と省エネルギ、

新しいエネルギーなどを把握しよ

うとしている。

　４．ポンプ ・用途に応じた適当なポンプを選定して運転し、また維

持管理ができるように、ポンプの種類、構造、性能、特

性、運転方法などを把握させる。

・ポンプの原理、構造、特性、性

能、運転などを把握して、使用目

的に応じた適当なポンプの選択と

活用ができる。

・ポンプの原理、構造、特性、性

能、運転などを把握して、使用目

的に応じた適当なポンプの選択や

活用の方法を発表できる。

・ポンプの原理、構造、特性、性

能、運転などを把握して、使用目

的に応じた適当なポンプを選択

し、それを活用しようとしてい

る。

　３．流体の計測 ・流体に係る力学的な考え方を基にして、流体の圧力、

流速、流量などの測定法を理解させ、各流体に応じた計

測法を把握させる。

・圧力、流速、流量などを計測し

て、流体や流れの状態とその状態

量の定量的な捉え方を活用でき

る。

・圧力、流速、流量などを計測し

て、流体や流れの状態とその状態

量の定量的な捉え方や活用法を発

表できる。

・圧力、流速、流量などを計測し

て、流体や流れの状態とその状態

量を定量的に捉えようとしてい

る。

　６．水車

　

　

　７．油圧装置と空気圧装置

・水車の原理、構造、種類を把握させ、流体のエネル

ギーをより有効に利用する方法を理解させる。

・用途に応じた適当な油圧機器や装置などを選択して構

成して運転し、また維持管理ができるように油圧機器や

装置などの構造、機能、特性、構成、運転方法などを把

握させる。

・水車の原理、構造、特性、性

能、運転などを把握して、設置条

件に応じた適当な水車の選定など

と、活用ができる。

・油圧装置などの原理、構造、特

性、性能、運転を把握して、使用

目的に応じた適当な油圧装置など

の選択と、活用ができる。

・水車の原理、構造、特性、性

能、運転などを把握して、設置条

件に応じた適当な水車の選定など

と、水車の活用の方法を発表でき

る。

・油圧装置などの原理、構造、特

性、性能、運転を把握して、使用

目的に応じた適当な油圧装置など

の選択や活用の方法を発表でき

る。

・水車の原理、構造、特性、性

能、運転などを把握して、設置条

件に応じた適当な水車を選定し、

それを活用しようとしている。

・油圧装置などの原理、構造、特

性、性能、運転を把握して、使用

目的に応じた適当な油圧装置など

を選択し、それを活用しようとし

ている。

　５．送風機・圧縮機と真空ポ

ンプ

・用途に応じた適当な送風機などを選定して運転し、ま

た維持管理ができるように、送風機などの種類、構造、

性能、特性、運転方法などを把握させる。

・送風機などの原理、構造、特

性、性能、運転などを把握して、

使用目的に応じた適当な送風機な

どの選択と活用ができる。

・送風機などの原理、構造、特

性、性能、運転などを把握して、

使用目的に応じた適当な送風機な

どの選択や活用の方法を発表でき

る。

・送風機などの原理、構造、特

性、性能、運転などを把握して、

使用目的に応じた適当な送風機な

どを選択し、それを活用しようと

している。

　３．往復動機関の作動原理と

熱効率

・往復動機関の作動原理と、それが理論熱効率に及ぼす

影響を理解させる。

・各種の往復動機関の作動原理を

把握して、各機関のサイクルと熱

効率などの関係を理解し、これら

をいろいろな場面で活用できる。

・各種の往復動機関の作動原理を

把握して、各機関のサイクルと熱

効率などの関係を理解し、これら

のいろいろな場面での活用法を発

表できる。

・各種の往復動機関の作動原理を

把握して、各機関のサイクルと熱

効率などの関係を理解し、これら

をいろいろな場面で活用しようと

している。

第３章　内燃機関

　１．内燃機関のあらまし

　２．熱機関の基礎

・内燃機関の種類と分類を概観させ、その適切な利用法

を把握させる。

・熱機関のサイクルと熱効率を理解させて、熱機関を有

効に活用できるようにするために、熱に関するいろいろ

な現象を定性的に把握させ、さらに変化に伴ういろいろ

な量を定量的に扱えるように理解させる。

・概観した内燃機関を適切に活用

できる。

・ガスの基本的な性質を把握し、

状態変化と状態量、熱機関のサイ

クルと熱効率などを理解して、こ

れらをいろいろな場面で活用でき

る。

・概観した内燃機関の適切な活用

法を発表できる。

・ガスの基本的な性質を把握し、

状態変化と状態量、熱機関のサイ

クルと熱効率などを理解して、こ

れらのいろいろな場面で活用法を

発表できる。

・いろいろな内燃機関を概観し

て、内燃機関の適切な活用法を把

握しようとしている。

・ガスの基本的な性質を把握し、

状態変化と状態量、熱機関のサイ

クルと熱効率などを理解して、こ

れらをいろいろな場面で活用しよ

うとしている。
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〇
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計 70

　６．ガスタービン ・ガスタービンの作動原理、構造、用途などを把握さ

せ、さらに基本サイクルを理解させる。

・ガスタービンの作動原理、構

造、用途を把握し、サイクルと熱

効率の関係を理解して性能向上法

を探求し、これらをいろいろな場

面で活用できる。

・ガスタービンの作動原理、構

造、用途を把握し、サイクルと熱

効率の関係を理解して性能向上法

を探求し、これらのいろいろな場

面での活用法を発表できる。

・ガスタービンの作動原理、構

造、用途を把握し、サイクルと熱

効率の関係を理解して性能向上法

を探求し、これらをいろいろな場

面で活用しようとしている。

　４．往復動機関の構造

　５．往復動機関の性能と運転

・作動中の往復動機関各部の相互の作動と、それが性能

に及ぼす影響について理解できるように、各部の構造と

機能を把握させる。

・往復動機関の運転と性能や運転に伴うさまざまな損失

などを把握させる。

・往復動機関の構造と各部の機能

を把握し、機関各部の動作と燃

料・吸気・燃焼・排気などとの関

係も理解して、これらをいろいろ

な場面で活用できる。

・往復動機関の運転、性能とその

試験方法など把握し、それらを理

解して、往復動機関を適切に活用

できる。

・往復動機関の構造と各部の機能

を把握し、機関各部の動作と燃

料・吸気・燃焼・排気などとの関

係も理解して、これらのいろいろ

な場面での活用法を発表できる。

・往復動機関の運転、性能とその

試験方法など把握し、それらを理

解して、往復動機関の適切な活用

法を発表できる。

・往復動機関の構造と各部の機能

を把握し、機関各部の動作と燃

料・吸気・燃焼・排気などとの関

係も理解して、これらをいろいろ

な場面で活用しようとしている。

・往復動機関の運転、性能とその

試験方法など把握し、それらを理

解して、往復動機関を適切に活用

しようとしている。


